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１ 目的 

 本研究の目的は、移動における情報接触と目的外行動の関係について明らかにすることである。

移動中はスマートフォンや駅広告・OOH など様々なメディアに断片的に触れることから、そこで

の情報提供を行うことで目的外行動である「非計画来店」を促すサービスが注目されてきた。一方

で、新型コロナウイルスの影響により、以前よりも計画的に外出や買い物をする傾向が強まってい

る。このような状況下で、移動における情報接触と目的外行動の関係は十分に検討されていない。                                          

 

２ 方法 

 法政大学社会学部の学生 10 人（男性 6 人、女性 4 人）を対象に、通学時とレジャー時に日記式

調査を行った。移動中にどのような情報に接触して行動しているのかを明らかにするため、移動中

に見た情報を可能な限りメールで送信してもらった。また、移動前に接触した移動に関係する情報

についても送信してもらった。調査後はヒアリングを行い、移動の目的と接触した情報について確

認した。 

                                             

３ 結果 

 移動中の情報がきっかけとなり、当初の予定にはなかった店舗に行くなどの目的外行動を起こし

た人は、通学で 4人、レジャーで 5人だった。いずれもマスメディアや駅広告・OOH などのメデ

ィアによる情報接触がきっかけではなく、またソーシャルメディアからの情報も直接的なきっかけ

にはなっていなかった。特に通学では、友人や家族からの情報がきっかけとなり目的外行動をして

いる人が多く見られた。さらに、移動中に接触した情報により、「欲しい」「したい」ことを思い

出すことが目的外行動につながっていることが確認できた。                                           

                                             

４ 結論 

 移動中に情報提供を行うだけでは目的外行動に直接繋がらない可能性があり、多様なメディアに

より「欲しい」「したい」につながる情報を移動前から提供する必要があると考えられる。 
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